
Ⅰ　教育目標とグランドデザイン 評価は、Ａ（十分）、Ｂ（おおむね十分）、Ｃ（やや不十分）、Ｄ（不十分）の４段階

1

2

3

4

目指す学校像 地域の教育力を活用した多様な学びを展開し、地域とともに愛され続け、発展していく学校

ＤＰ：生徒育成方針 グローバル化が進展する社会の中で自分の可能性を追求しながら、地域社会を支え、未来を創造できる生徒を育てます。

ＣＰ：教育課程編成・実施方針 地域の教育力を活用し、多様な学びを取り入れた教育課程を編成・実施します。

ＡＰ：生徒募集方針 基本的生活習慣が身についており、多様な学びや体験活動に意欲を持って取り組む生徒を待っています。

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

Ⅱ　今年度重点目標（部署別） 評価は、Ａ（十分）、Ｂ（おおむね十分）、Ｃ（やや不十分）、Ｄ（不十分）の４段階

 先を見通すことが困難な時代において、生徒の悩みや不安に寄り添い、学校と家庭の連携と,地域人材の活用を強化し、生徒にとって安心安全な学校づくりを進める。

中期
目標

 積極的な情報発信等によって地域との接点を拡げ、多様な人々とつながりながら学ぶことのできる、開かれた学びの環境づくりを進める。

 相互に人格と個性を尊重し支え合い、人々の多様な在り方を相互に認め合える共生社会の形成者としての考えを醸成する。

 自主性を重んじる生徒会活動や探究活動によって得られる経験に立脚し、一人ひとりが自らの可能性を最大限に発揮し、他者と協働しながらよりよい社会や新たな価
値を生み出していく姿勢を育成する。

　基礎的知識・技能の習得及び健康・体力の増進

地域の教育力を生かした多様な学びを実
現
「人とつながる、地域とつながる、未来とつながる」

Ｂ
　自主・自律の精神及び豊かな情操・知性の育成

　地域との連携による幅広い人間性の涵養

　民主的で平和な国家・社会を形成する主権者の育成

評価項目（重点目標） 評価の観点（具体的な取り組み）
項
目

自己
評価

令和５年度(2023年度)　松本美須々ケ丘高等学校　学校自己評価表（最終評価）
７８　長野県松本美須々ケ丘高等学校

学校教育目標 グランドデザイン 総合評価 次年度への課題

松本美須々ケ丘高等学校　「３つの方針」

令和５年度(2023年度)　重点目標　（令和５年度～令和９年度 中期目標）

 教科の学習と探究的な学びの充実により、生徒一人ひとりが自らの進路と向き合い主体的に学ぶ姿勢を育成する。

　令和５年５月に新型コロナウイルス感染
症が５類感染症に位置づけられ、コロナ前
に戻りつつある１年であった。地域の行事
等も再開され、地域に生徒が出ていく機会
をより多く取り入れ、地域の教育資源を活
用して、バラエティに富んだ諸活動が実施
できた。今後も引き続き教科の枠を超えた
協力体制を構築していく。一方、「学習時
間の増加」に関して課題が残る。未来の目
標達成のため具体的方策をたて、生徒の
主体的・意欲的な学び・学ぶ姿勢の育成
に向け、生徒の受動的な姿勢を改めさせ
るために必要なことを考え、取り組んでい
く。

B

・概ね適切であった。 ・よりよい行事計画を模索する。

・会議の効率化(ペーパーレス化な
ど)が図れたか。

・職員会議、教務部会のペーパーレ
ス化を行った。

・より効率的・合理的な方法を模索し
たい。

成果と課題(最終評価） 向上策・改善策

・諸行事の計画は適切であったか。

①

B
概ねできた。 ・より連携を強め、学校全体でよりよ

い運営を目指したい。

③安心・安全な学校作りに努める。 ・防災計画を迅速に立案し、それに
基づく安全管理が適切に行われた
か。 ③

B

②各学年や分掌と密に連絡を取り合
う。

・各学年、分掌と連絡を取り、効果的
な学校運営が出来たか。 ②

・地震発生時の初動訓練（4/26）、避
難訓練（10/25）を計画通りに行え
た。
・防災用品を全生徒分揃えた。

・万が一に備えて、今後とも、緊張感
を持って安心・安全な学校作りをすす
めてゆく。

・校内の危険箇所の把握に努めるこ
とができたか。 ③

・中間改修に伴い、問題となる箇所を
把握できた。

・段差の解消など、今後とも環境を整
備していきたい。

・今後も、周辺の教育機関や地域を
連携し、様々な活動をおこなっていき
たい。

⑤ウィズ コロナ、アフター コロナにおけ
る諸課題への対応に努める。

・生徒に不利益とならないよう、関係
各署との連携ができたか。 ⑤ B

概ねできた。

B

④「３つの方針」の推進と、状況に応じ
た見直しを行う。

・地域との連携、体験活動、研修など
を設定・実施できたか。

④

・コロナに限らず、他の感染症にも注
意を払い、教育活動が遅滞なく進む
よう、努力する。

・地域の行事も再開し、文化系クラブ
を中心に、参加することができた。

・ホームページ刷新計画をたて、次
年度に向けてホームページを刷新す
るべく活動できた。

・より効果的な情報発信に努めたい。

・地域公開授業を行った。（6/13、
10/26）
・地域の活動に参加できた。

B

(1)
(5)

生徒の進路選択にかかわる情報や学
習成績と模擬試験の結果などを職員間
で共有し、家庭と連携を取りながら教科
や学年に助言と協力を求める。

・模擬試験の結果を職員間で共有
し、教科や学年からの助言を生徒に
フィードバックすることができたか。

B

教
務

(1)
(2)
(3)
(4)
（5）

①授業や諸行事が円滑に行われるよう
に努めると共に、それに伴う諸問題の
調整を行う。

・年度当初の計画に基づいてコロナ
ウィルス等の感染防止対策をとり、
夏期のオープンキャンパスは制限を
なくして参加を訴え、講演会や研究
会などの進路機会を与えることがで
きた。２学年では、外部講師による講
演会も行い、意識を高めることができ
た。

・進路研究の充実と職業体験や大学
等の１，２年時の選択科目調査と進
路希望調査の連携からのオープン
キャンパスへの参加など早期の進路
意識の向上を図るようにする。
・３年生は、具体的な進路希望調査
を、　３回実施することで早期の指導
や進路実現に対する体制を作る。

(1)

・予習→授業→復習という学習習慣の
定着を図る。
・ClassroomやClassi、ロイロノートなどの
活用方法を研究し活用を促進すること
で、生徒の家庭での学習の補助をす
る。

・平日の家庭学習時間1時間30分を
達成できたか。
・ClassroomやClassi、ロイロノートな
どを利用した動画配信などを生徒に
活用させることができたか。

B

・ＧｏｏｇｌｅＣｌａｓｓｓｒｏｏｍやロイロノー
トの活用により、学習意欲を高められ
たが、学習時間の確保に向けての意
識を向上させることが十分できな
かった。ＩＣＴの活用は進んでいる。

・家庭学習の時間を確保のために、
試験２週間前からの学習記録表を提
出させるなど具体的な方法論を学年
と話していく時間をとりたい。

進
路
指
導

(1)
(4)

生徒が自分の能力や適性を的確に把
握して、探究活動を通して、科学や地
域・国際社会にも目を向けさせ、主体的
に自らの生き方を考えて進路を選択で
きるように、さまざまな機会をとらえて計
画的、組織的な指導をする。

・個人面談、LHR、学年集会、進路の
日、などの企画運営を通して、生徒
が自分について考え、進路意識を高
め、進路の選択をする機会や資料を
与えることができたか。
・各学年の進路指導計画を遂行する
ことができたか。

・模擬試験の結果の職員間共有が十
分ではないが、面接指導や進学先の
情報などの指導に役立てることがで
きている。

・模試結果など学年通信等で報告さ
れているので、学年内での情報共有
ができている。学校全体での共有に
するための方法論を展開したい。

・全体的に情報発信はされているの
で、教員共有のデータフォルダーに
入れ、閲覧できるようにしながら、継
続的に対応したい。(1)

(2)
(3)

いかなる環境下においても学びを止め
させないために進路に関わる情報と資
料を収集し、生徒や保護者及び職員に
正確に発信するとともに、家庭と協働し
生徒の学習面、生活面、精神面の支援
をする。

・各学年の学年通信で情報を発信し
たか。
・必要に応じて職員会やマメールを
使った発信をしたか。

A

・各学年で定期的に学年通信を発行
し、生徒や保護者にも情報が共有で
きるようにするだけでなく進路の情報
提供も進路の手引きなどの活用によ
り対応している。

部



部 中期
目標

評価項目（重点目標） 評価の観点（具体的な取り組み）
項
目

自己
評価

成果と課題(最終評価） 向上策・改善策

生
徒
指
導

①日常生活において、生徒・職員を問
わず気持ちよい挨拶ができる。また、交
通ルールの遵守、交通マナーの徹底、
ヘルメットの着用の推進など、安全意識
を高める。

①社会や学校のルールを再度確認
させるとともに、これを遵守させる指
導ができたか。自転車ヘルメットの着
用を推進できたか。生徒が事故を身
近に感じ、被害者にも加害者にもな
らないための交通安全指導ができた
か。

B

③職員があらゆるチャンネルを駆使し
て、生徒の小さな変化にも気づき、情報
を共有し、他部署と連携して初期対応を
適切に行い、いじめや体罰のない学校
づくりを進める。

③各学年会をはじめ、関係機関と緊
密に情報共有し指導できたか。特に
SNSの使い方と成人年齢が18歳に
引き下げられたことについて、生徒に
注意喚起し、適切に指導できたか。

B

・毎月の職員による立ち番指導や安
全委員会による呼びかけを行った。
また、松本市による「ヘルメット着用
促進補助金」の申請手続きを行う過
程を通してヘルメット着用の推進を行
い、交通安全に対する意識の向上を
図ることができた。

・将来のヘルメットの着用義務化を見
据え、来年度一年生に対する「ヘル
メット着用促進補助金」交付を契機と
し、より一層のヘルメット着用推進を
すすめていく。
・交通ルール・マナーのさらなる指導
を重ね、事故の防止に努める。

②生徒との面談機会を増やして生徒の
様子を細かく観察し、変化の予兆をとら
える。マメールを発信し、家庭との連携
を密にして、信頼関係を築く。

②ＨＲ指導、頭髪指導、立ち番指導、
巡視指導、挨拶運動などを実施でき
たか。また、匿名のアンケートを用い
て生徒・家庭の意見に耳を傾け、的
確に対応できたか。

B

・定期テスト時の頭髪等のチェックに
基づく指導を学年中心に行い、状況
を学年通信・メール配信等で情報提
供した。生徒主体の挨拶運動に協力
し、校内巡視も実施した。

・保護者への情報提供をさらに複数
のチャネルでおこなっていただけると
ありがたい。
・生徒主体の挨拶・交通マナー・ヘル
メットなどの呼びかけも継続したい。

・スマホを中心として、情報機器と
SNSの使い方とマナーについては、
入学時の指導はもとより、折に触れ
て注意を喚起してきた。しかしながら
家庭における保護者の意識向上と協
力体制の強化が不可欠である。

・生徒への注意喚起・指導をさらにお
こなっていく。平行して、保護者・家庭
への意識向上や指導についての協
力を強く呼びかけていく。

生
徒
会

(2)
(3)
(4)
(5)

①他者と協力して諸問題を解決しようと
する主体的、実践的な姿勢を育む。

・主体的、実践的に取り組ませること
ができたか。

① A

双蝶祭やクラスマッチなど、生徒会
行事や生徒会が関わる活動におい
て、コロナ前の活動を参考にしなが
ら、コロナ対策も含め生徒が主体
的、実践的に取り組めるよう支援す
ることができた。
・新体制では、役員の考えを話合い
に反映させるため、事前アンケートを
実施した。また、生徒たちが自主的
に、役員間のコミュニケーションを深
める努力をしている。

引き続き、これまでの活動も生かしな
がら新しい発想を引き出せるよう支
援していく。

②集団や社会の一員としての自覚を深
め、保護者・地域との連携を図る。

・保護者・地域との積極的な連携が
図れたか。

② B

・双蝶祭の一般公開では、展示だけ
でなく、露店も行い、保護者や家族だ
けでなく、地域の方や中学生にも多
数来校いただき、生徒の活動を見て
いただくことができた。
・双蝶祭中、新体制確立後にユニセ
フ募金を行い、社会の一員としての
自覚を深めることができた。
・校外清掃を実施することができた。
・福祉施設でのボランティアや盲学校
との交流等、コロナ以前のような地域
と関わる活動は今年も出来なかっ
た。コロナ禍で地域との連携を図る
方法を今後検討していきたい。

・今後も、校外清掃は引き続き取り組
む予定である。
・校外での活動の制限が緩和したの
で、社会福祉協議会等と連携を図る
など、広く社会へと目を向け、自らが
主体的に興味関心を持って関わるこ
とのできる可能性を模索していく。

③健全で自由で活発な生徒会活動や
部活動を推進する。

・健全で自由で活発な生徒会活動や
部活動を実現できたか。

③ A

ポストコロナの中、活動範囲が広が
り、活発な活動を推進することができ
た。

活発な活動のためのヒントとなるよう
なアイディアを提供するとともに、生
徒との協働を図る。

④相互に尊重し、友情を深めると共に、
規律を遵守し共同生活の発展に尽くす
姿勢を涵養する。

・多角的視野を持ち、他者を尊重す
ることのできる人材を育成できたか。

➃ B

・コロナ禍での学校生活の制限や
SNSの普及によるためか、知り合い
でない人との関わりが得意ではない
生徒が増えており、役員全員が円滑
なコミュニケーションを取ることがます
ます難しくなっているように感じるが、
情報を共有すること、顔を見て直接
話をすることなどを意識して行うこと
で、視野を広げ他者を尊重する姿勢
の涵養に繋がると考え、機会あるご
とに働きかけを行った。
・全盲の生徒の生徒会行事への参加
の際、さりげないサポートができた。
・オンラインで開催された「高校生ICT
カンファレンス」において、事前の準
備から参加者（７名）が協力し本校と
しての現状分析を行い、当日は、他
の参加者と交流し、テーマについて
理解を深め本校としての提言をする
ことができた。また、その成果を生徒
会役員間で共有する場を作ることが
できた。

・他校との交流ができる研修会等に
積極的に参加し、他者の意見を聞
き、本校の生徒会活動に生かせるよ
う役員間で情報を共有させたい。
・報告・連絡・相談をするよう、一層の
はたらき働きかけを行いたい。
・地域や未知なる分野へ興味関心を
持てるようなきっかけづくりを継続し
て行い、各自が得た情報や考えたこ
とを共有する場を多く設定し、視野を
広げ他者を尊重する姿勢を今まで以
上に養えるように工夫を図りたい。

B

・双蝶祭では、新しい形でのコロナウ
イルスへの感染対策をしながら、全
校が小体育館へ参集する、一般公開
の制限を解除するなど、コロナ前の
形を参考に企画を考え試行錯誤の
上、実現することができた。
・役員会において、各委員会の活動
を報告し、役員間で共有する取り組
みをするよう働きかけた。
・役員が中心となって,全校生徒が主
体的に生徒会活動に取り組めるよう
な働きかけを行うよう支援したい。

・他校の様子や、学校以外での取り
組みのなどの情報を役員が収集し共
有させたい。
・次年度へ向けて、役員が自ら考え
意見を述べ熟議できる場を数多く設
定したい。

清
美

①清美委員会と協力し、ごみの分別・可
燃ごみの削減のために生徒自らが主体
的・意欲的に取り組む姿勢を育成する。

・資源ごみの分別徹底により、可燃ご
みの削減ができたか。

⑤ポストコロナに対応したコロナウイル
ス感染防止対策をしながら、生徒が前
向きに取り組み、新しい生徒会活動を
作り上げていけるよう支援していく。

・新しい生徒会活動の構築に向け、
適切な支援ができたか。

⑤

B

①可燃ごみ
R3年(4-11月)3,270kg(49,050円)
R4年(4-11月)2,710kg(40,650円)
R5年(処分方法変更により不明)
今後も分別を徹底し、可燃ごみ削減
を目指す。

・引き続き、掲示・呼びかけ等を行
い、ごみの分別を徹底する。

②職員・生徒の清掃に対する意識を高
め、清潔で気持ちのよい学習環境を整
えられるよう、適切な清掃活動を計画す
る。

・ごみ収集、大掃除、ワックスがけ、
カーテン交換、モップ交換などの清
掃計画は適切であったか。

A

②予定された行事等は、計画通り実
施できた。年度末のカーテン交換も、
計画通り行う。
②美須々の森の粗大ごみ及びごみ
処分方法が大幅に改善できた。

・適切な清掃計画を立てるとともに、
現在のごみステーション周辺の状態
を維持する。



部 中期
目標

評価項目（重点目標） 評価の観点（具体的な取り組み）
項
目

自己
評価

成果と課題(最終評価） 向上策・改善策

図
書
視
聴
覚

(2)
(4)
(6)

①生徒の主体的、意欲的な学びに役立
つ図書館の蔵書や視聴覚教材・機器等
を部で検討し、備える。

・生徒の主体的、意欲的な学びを支
援する教材・機器などを備えることが
できたか。

B

③ICT機器を活用した学習支援が円滑
に進むよう関係部署と連携する。

・ICT機器を活用した学習支援が円
滑に進むよう関係部署と連携できた
か。

B

図書館資料の充実につとめ、生徒の
リクエストにも答えながら、購入をし
た。電子黒板を始めとするＩＣＴ機器
が導入されたことで備品等も含め、
細やかな配慮が必要で、連絡や連携
をはかった。

機材の接触不良や画像が映らない、
音声が出ない等の不具合が時々起
こり、苦慮するケースがあった。情報
を共有し対応を考えていきたい。

②図書館資料やICT機器を用いた授業
における活用方法の研究を進める。

・授業における図書館資料やICT機
器活用に関する研修に参加する等、
研究を進めることができたか。

B

読書週間や旬間を始めとして図書館
の資料活用を促す機会を作った。特
設コーナーは好評であり、一層の資
料の活用を促していきたい。ＩＣＴ機器
を用いた授業活用の研修会など職員
への周知を図った。

必要に応じて積極的に研修会を実施
していきたい。

リモート授業など、ＩＣＴ機器の活用は
必須なので、さまざまな実践をサ
ポートするよう努めた。文化祭では生
徒会と協力することができている。探
究などの授業で連携を模索し、円滑
な学習支援できるよう研究を進めた。

学習面での連携を図るために教科間
でも情報を共有し検討を重ねる必要
がある。

保
健
教
育
相
談

(2)
(3)
(5)

①生徒が様々な活動に、主体的・意欲
的に取り組むために、生徒の心身の健
康を維持できるよう、支援体制を整え
る。

・生徒の心身の健康を維持するため
に、生徒の状況を把握、情報共有
し、チーム支援ができたか。 B

各種健康診断、保健講話、講習は概
ね計画通り実施できた。また季節や
時期に応じた保健便りの発行で健康
についての意識づけを行えた。

各種検診の計画的な実施を全職員
と共有し、実施を行う。

②安心安全な学校づくりのために、早
期に生徒の状況を把握する。様々な手
段を通じて悩みのある生徒を早期に把
握し、実態に応じた対応を行う。また家
庭や外部機関とも連携する。

・問題を抱えている生徒の悩みに寄
り添い、家庭や外部機関と連携し、
支援につなげることができたか。

B

スクールカウンセラーとの面談の要
望があった際には早急につなげるこ
とができた。また、保護者のカウンセ
リングも増えつつあるが、様々な角
度で連携を深めていきたい。

各種アンケートの結果を学年、全体
で共有しより一人一人の状況把握に
努めていく。

③新型コロナウイルス感染症やインフ
ルエンザなどの感染症に対して、衛生
面の管理や情報の提供、校内での感染
予防に努める。

・各種感染症対策として衛生面の管
理、情報提供を適宜行うことができた
か。

B

学校医との連携を取り各種感染症の
状況把握ができた。生徒会の保健委
員会の活動も計画通りでき、感染症
予防の注意喚起が行えた。

手洗いうがいなどの感染症予防の基
礎を再確認しつつ換気の徹底も継続
的に行っていく。

渉
外

➀学校と保護者、同窓会と連携を図り、
PTA活動の企画・運営を行う。

・保護者の意見や要望について、関
係部署での検討を依頼し、学校運営
に役立てることが出来たか。 B

ポストコロナで、役員の方中心に、活
動が積極的に再開（強歩大会見守り
など）されている。

来年度も、文化祭等でも計画されて
いる活動を盛り上げていきたい。

➁PTA総会・理事評議員会をポストコロ
ナに対応した形で、4年ぶりに開催す
る。また、地区PTAは昨年度役員会で
の承認を経て、廃止に向けて準備を進
める。

・ポストコロナに対応した形で、PTA
活動の再開ができたか。

A

今年度は、4年ぶりにPTA総会・理事
評議員会など開催できてよかった。

地区PTAの廃止が総会で決定され、
来年度の総会でそれに対応した会則
の変更も行う。（代わりに、）PTAから
の資金援助で生徒の声も参考に、本
校のホームページのリニューアルが
進められている。

探
究
指
導

(1)
(2)
(3)
(5)

①「総合的な探究の時間」を充実させる
ため、研究を重ね、深い学びの実現を
目指す。

生徒の主体性を引き出す工夫をした
か。きめ細かな指導に向けた改善を
行ったか。

B

生徒同士でアドバイスし合ったり、活
動状況を報告し合ったりさせた。活動
のステージごとに生徒に状況を報告
させ、進捗状況が確認できるようにし
た。３学年の成果発表を２＆１学年が
聞く合同発表会を９月に開催した。

視野が広がり、進路探究や進路実現
にもつながる探究学習の意義や価値
に気づかせる指導を充実させる。ま
た、他校の探究学習の取り組みなど
も参考にしていく。

②多様な学びを展開するため、地域と
の連携を推進する。

テーマや課題に関する情報の提供
や人材の紹介などの機会を増やせ
たか。これまでの連携の取り組みを
さらに充実させることができたか。連
携先を開拓できたか。

B

松本市役所地域づくり課と連携し、探
究テーマの設定や調査の進め方な
どについての相談会を開いたり、生
徒の要望に応じて取材先を紹介した
りした。信大との連携では、大学生に
探究活動のアドバイスやプレゼンの
ノウハウなどを提供してもらい、さら
に、税に関するワークショップや留学
生との交流会も開催した。

授業や実習、ゼミ活動への参加、研
究室や農場などの見学など、県内の
上級学校との連携を拡大していく。

③キャリア教育を推進し、生徒の人生
観・職業観を育み、個々の進路実現を
支援する。

生徒の社会活動への参加を促進さ
せることができたか。多様な学びの
場を提供することができたか。生徒
の進路実現に貢献したか。

B

松本市社会福祉協議会のボランティ
ア登録制度を紹介したり（11名登録
済）、募集中のボランティア活動の情
報を流したりした。今年度は工業製
品の展示会（「諏訪圏工業メッセ」）の
見学会を企画実施した。ただし、活動
や企画の参加者は限られているの
が現状である。

社会活動や探究活動に積極的に取
り組んだ実績が評価され、総合型選
抜や学校推薦型選抜の入試で合格
を勝ち取ることができた生徒が毎年
確実にいる。このような事例を成功
事例として蓄積し、校内（生徒＋教
員）で共有できるようにしていく。



部 中期
目標

評価項目（重点目標） 評価の観点（具体的な取り組み）
項
目

自己
評価

成果と課題(最終評価） 向上策・改善策

１
学
年

(1)
(2)
(3)
(4)
(6)

①高校生としての基本的な生活習慣
（時間厳守・挨拶・掃除）を確立し、活力
ある、けじめのある高校生活を送る。

・時間厳守・挨拶・清掃等の基本的な
生活習慣が身についたか。

Ｂ

③２年次に向け進路実現のための文理
選択を考えさせる。
・上級学校見学などの進路研修や総合
的な探究の時間、ＬＨＲを通じて、自分
の進路について考える。また、早い段階
で、学部学科を視野に入れながら、文
理選択を行い、より自分の進路を絞り
込む。
・ライフプランの作成を通して、将来の
職業について考えさせる。

・早い段階での学部学科を視野に入
れながら、文理選択ができたか。

Ａ

・全般的には、基本的な生活習慣が
身についてきたと思われる。２・３年
生に比較して挨拶は今一つのところ
を感じる。

引き続き、欠席や遅刻等について
は、進路目標をしっかり持たせて、支
援をしていきたい。。

②日々の学習内容・学習態度・学習方
法を振り返り、基礎学力の定着をはか
ろるよう指導する。
・平日及び週末課題を課し、家庭学習
習慣の確立をはかる。
・学年独自の『学習の手引き』を作成
し、学習方法のアドバイスを行う。

・基礎学力の定着、家庭学習の習慣
が定着したか。

Ｂ

模試などのアセスメント教材から学
習に向かう意欲が低かったため、考
査前や模試の前に朝学習を実施し、
基本的な学習習慣の定着を強化す
ることを図った。
目に見える成果はまだないが、定着
には時間がかかるため、継続的に
行っていきたい。

朝学習の内容の精選や、生徒のや
る気を引き出すような工夫について
ICT教材も研究しながら進めていく。

６月にライフプラン講座、１０月に上
級学校見学を行った。また、１２月か
らはミニ進路講座として、講師の方を
お招きして講座を行っている。
年間を通して、生徒の進路意識を高
めることができた。

２
学
年

(1)

①基本的な生活習慣を確立した上で、
自己の進路希望の実現に向けて計画
的な学習を身につけるよう指導する。同
時に部活動等の課外活動との両立を目
指し、そのための自己マネジメント力の
向上を図る。

・計画性を持った生活スタイルを立
て、充実した学習活動および部活動
等ができるよう指導できたか。

次年度も継続してミニ進路講座を行
い、進路意識を高めていく。また、進
学希望の生徒が多いので、進学先に
ついてのポイント講座などを実施し、
進路先にこだわりを持たせる工夫を
行う。また、来年度は、希望者参加の
学習合宿を夏休み中に予定してお
り、受験勉強の方法や心構えを学ぶ
とともに、強く進学を希望するものの
仲間作りができればと考えている。

・探究学習では、自分自身に目を向け、
自分の興味・関心があることを追及させ
る。
・課題テーマを設定し、情報収集、分
析・整理、表現・まとめ、振り返りといっ
た一連のプロセスを学ばせる。

自分に興味関心があることや探究の
プロセスが理解できたか。

B

探究ナビ（ベネッセ）から探究の基本
的知識や方法を学ぶことができた。７
月下旬にコミュニケーションズアイの
講師から自己理解や地域理解につ
いての講演を受けたり、インスパイア
ハイを用いて様々な視点から生き
方・学び方・他者理解・表現方法を学
べた。

探究発表の様子を聞いているとテー
マ設定、情報収集、表現方法やまと
め方に個人差を感じた。個へのアプ
ローチをどのように工夫するか試行
錯誤が必要。また、外部人材や教材
を積極的に用いた年間計画も大切だ
と感じている。

Ａ

多くの生徒が基本的な生活習慣が身
についてきた。計画的、積極的に学
習に取り組む姿勢については、まだ
改善の余地がある。
各種課外活動では、多くの成果を残
すことができた。

各自の進路を意識させることで、積
極的、主体的に学習に取り組むよう
指導する。

(2)
(3)

②地域に関心を持ち、探究型学習の内
容を計画性を持って進め、身の回りに
ある様々な問題を意識するように導く。

身の回りにある様々な問題から社会
の問題を意識できるようにしたい。

(2)
(5)

③学年通信･学級通信等も含め積極的
に学校からの情報を発信し、家庭と協
力することで生徒の安心安全な生活を
サポートする。

・家庭と連絡を密にし、生徒個々の状
態を把握することができたか。

Ａ

学年通信等で進路の情報を提供す
ることで意識の向上に繋がった。ま
た、面談等で各自の進路を見据えた
科目選択実現に向けて前進できた。
特に大きな問題行動もなく、安心安
全な生活はサポートできた。

さらに生徒の内面に寄り添った指導
をする。

Ａ

生徒会活動やクラブ活動、探究の時
間などの活動を通して、多様な他者
に触れてきた。

・「総合的な探究の時間」を有効に活
用し、身の回りにある様々な問題を
意識できたか。 Ｂ

各自が問題意識を持ち、計画的に探
究を進めることができた。グループ毎
の発表を経て、探究フェスタに向けて
準備中。

引き続き他者の心に寄り添えるよう
な指導を行ってゆく。

(1)

⑤ICT機器やネットの適切な利用を促
し、これからの情報化社会で生活してい
く力を養う。

・SNSやWebの良否を理解し、タブ
レットやスマホを適正に利用できた
か。

①

② A

進路通信の発行や個別の面談を複
数回行うことで一人ひとりの進路実
現をサポートすることができた。
探究の時間を有効に活用して、自身
の進路についても関連させながら考
える活動ができた。
多様化する入試方法にも対応できる
ように情報を収集し共有した。

通常授業や補習授業、特別編成授
業で共通テスト対策や一般入試の対
策を工夫しながら指導したい。
総合力が問われているので、探究の
時間を活用しながら力をつけていき
たい。

Ｂ

本来タブレットを使用する場面であり
ながら何らかの理由でスマホを使っ
ている生徒がいる。ＳＮＳ関係は今年
はトラブルは無い。

タブレット・スマホの適正な使用を指
導する。

(4)

④自己を大切にするとともに他者を理
解尊重する姿勢を養う。

・自己肯定感を醸成し、多様な価値
観を持つ他者に対する配慮ができる
よう導けたか。

③

A

生徒たちとしっかりとコミュニケーショ
ンをとりながら活動ができた。今まで
培ってきた伝統的な活動や蓄積され
たノウハウはコロナ対応で失われて
しまったた。皆で知恵を出し合いなが
ら主体的かつ活発に活動が行えた。

前年度踏襲ではなく、あらたな取り組
みなど挑戦する姿勢を持てるよう支
援していきたい。また他者理解や多
様性を尊重する心、協力する姿勢も
引き続き醸成していきたい。

(2)
(5)

④Classi、GoogleClassroomなどを日常
で有効活用することで家庭との連絡を
密にし、生徒が安心安全に学習活動に
取り組み、充実した高校生活を送ること
ができるようにサポートする。

・日頃のＳＨＲや授業、また学年・学
級通信配信など家庭との連携に有効
活用できたか。
・クラスを中心として学年、学校全体
で生徒の支援が出来たか。

(3)
(4)

③生徒会活動やクラブ活動など学校生
活において自主性を育みながら、他者
を尊重し協働する精神を養う。

・様々な場面で日頃の活動を見守り
ながら、他者理解や多様性を尊重す
る心の醸成を手助けできたか。

④

A

コロナ対応で培ったICTのスキルを授
業やクラス、学年運営で円滑な対応
ができた。

引き続き、効果的なICT機器の活用
を研究しながら学校全体で考えてい
きたい。それぞれの部署で情報共有
をしていきたい。

３
学
年

(1)

(4)

①大学入試共通テストをはじめ、さまざ
まな入試、進路情報を提供しながら、生
徒一人ひとりの進路実現の具体的なプ
ランと実践を支援していく。
②探究型学習を通して、自分の進路を
考察し、積極的に社会を形成する意識
を育てる。

・大学入試をはじめ進路情報につい
て共有出来たか。
・生徒個々の進路希望について保護
者とも相談しながら学年全体で対応
出来たか。
・「総合的な探究の時間」を有効に活
用できたか。



部 中期
目標

評価項目（重点目標） 評価の観点（具体的な取り組み）

B

・従来の教材とデジタル教材を活用
した授業展開ができた。
・小テストによる学習習慣の定着が
図れた。単元ごとの学習達成評価に
つなげるテストのあり方を研究する
必要がある。

・デジタル教材活用の教員間の情報
共有を進めたい。
・他教科の実践も参考にし、課題や
小テストの配置を整えていく。

項
目

自己
評価

成果と課題(最終評価） 向上策・改善策

・デジタルコンテンツを活用し、現代
社会とのつながりを提示する授業展
開ができた。授業参観を行い、教員
間での情報交換や授業改善につな
げることができた。

・引き続き、教員間での情報共有を
行い、より魅力的な授業を研究して
いく。

B

・各学年で、ロイロノートをはじめとし
たデジタルツールを活用し、生徒間
の活発な意見交換が行えた。多様な
意見の共有とそこから発展する思考
力の育成が図れた。

・デジタルツールの活用事例を教員
間で共有していく。

③口頭（プレゼンテーション）、文章とも
に、自らの考えを論理的に他者に伝わ
るように表現する力を育成する。

・生徒の進路に沿った表現の指導が
できたか。

B

②生徒同士のコミュニケーションを活発
にし、自分の意見を発信する力、他者
の意見を聞くことによる多様な考え方を
受け入れ柔軟に思考する力を育成す
る。

・生徒間コミュニケーションを図れる
授業、記述レポートなどを組み込ん
だ授業展開ができたか。

・文章指導は随時取り入れられてい
るが、口頭表現の機会がうまく取り入
れられないという課題がある。

・探究発表の年間の流れと合わせる
形でプレゼンテーション指導の調整
を図る。

B

③生徒の主体的・対話的で深い学びに
つながる授業について研究する。

・授業改善を行えたか。

B

④古典文化と現代社会とのつながりを
示し、幅広く深い教養による豊かな人間
性を育むとともに、生徒の探究心を刺激
するような授業展開を研究する。

・生徒の探究心を刺激するような授
業研究のために、教員間で情報交換
や授業参観ができたか。

B

国
語

（1）
（3）
（4）

①言語教材、その他データ資料から正
確に内容を捉え、現代社会の情勢を知
り、我がこととして思考する力を育成す
る。

・目標達成のために資する適切な教
材を設定できたか。
・語彙力向上のための小テストを有
効に活用できたか。

例えば、イスラエルによるガザ侵攻を
取り上げて、重点的に掘り下げ、生
徒にレポート課題で主体的に考えさ
せた。また、信州大学や税理士会な
どと連携して財政や租税の役割を学
ぶワークショップを実施した。

タイムリーなテーマを重点的に取り上
げ、生徒の主体的な取り組みを工夫
し、主権者意識を育てていきたい。

②地球的課題に関する知識を身に付
け、それらを解決しようとする態度、他
国や他文化を理解し尊重していく態度
を身につけさせる。

・ディスカッションやレポート作成、生
徒による自己評価、定期考査などを
通して知識の定着と理解が図れた
か。

B

当事者意識を持たせるため「自分な
らどうするか？」の問いに対し、自分
の考えを表現する機会として、グ
ループデイスカッションやレポート作
成などを意識して設定するようになっ
た。

課題の与え方・評価の方法など、さら
に研究を重ねていくことが必要と思
われる。

地
歴
公
民

①広い視野に立ち、グローバル化する
国際社会に主体的に生きる平和で民主
的な国家・社会を形成する主権者を育
成する。

・主権者意識を高める学習活動を行
えたか。

例えば、死刑制度の賛否・若者の投
票率の低さなど工夫したレポートが
課された。

授業担当者間の連携を密にして、更
なる指導方法や評価の工夫を図りた
い。

B

例えば、若者が何故投票に行かない
かをタブレットで記入させ、集めた
データを自動的に集計し、そこから興
味深い授業展開がみられた。

教科内で指導方法の情報共有を行
い、他教科の情報も参考にしながら、
教育効果の高い方法を工夫していき
たい。

数
学

(1)
(2)
(3)
(4)

①基礎事項の定着を図り、思考するた
めの土台を築くことができたか。

・単元テストや確認テスト等を定期的
に実施して、個々の習得状況を確認
することができたか。

④生徒の学びの幅を広げるため、ICT
機器やオンライン学習システムなどを活
用して新しい指導方法を研究する。

・新しい指導方法を導入できたか。

① A

単元テストを考査間で定期的に行
い、生徒の到達の度合いを確認する
ことができた。

間違えやすい部分の傾向を把握し、
授業に生かすことをめざす。また、単
元テストの実施回数についても今後
検討していく。

②ICTの利用を促進し、図やグラフ等を
視覚に訴えることで、生徒の理解力を
深める。また、ICTを活用した授業展開
を研究する。

・ICTの効果的な活用について意見
交換ができたか。また、授業の質の
向上を図ることができたか。

③論理的に思考したことを「言語」に
よって表現できる能力を育成する。

・授業や提出課題、考査等で、生徒
が論理的に記述をすることや発言を
することができる力を身につけるよう
支援できたか。 ③ B

授業で考える活動を増やすことがで
きた。論理的に解答できる生徒が
徐々に増加した。

共通テスト等から数学の力だけでなく
読解力、論理的に考え表現する力を
養う必要がある。今後の授業内容に
ついても検討を重ねたい。課題の効
果的な取り組みについて研究を重ね
ていきたい。

昨年度に引き続き補習や探究による
個人ごとの実験や指導は一定の成
果が得られた。来年度以降も継続し
て実施したい。

B

② A

ロイロノートやSビューア等をICTを活
用した授業を展開することできた。

効果的な活用方法について授業者
が互いに意見交換をする機会を増や
していきたい。

ユニバーサルデザインを取り入れ
た、動画・スライド・プリント等を活用
し、自然現象に対する理解を深める
ことができた。

観察・実験は科学的探究とって最も
重要な活動であるため、今後もさら
にユニバーサルデザイン等を取り入
れた上で充実させていきたい。

今後もICT機器の利用、特にタブレッ
ト端末の活用などを推進し、授業や
業務の効率化を図りたい。

B

研究授業を始めとした授業相互視察
をとおして、Google classｒoomやロイ
ロノートの活用方法を研究することが
出来た。

④教科内の会議や報告・連絡・相談に
ついて、Teamsを適切に活用できるよ
う、実践と研究を推進し、働き方の改善
に努める。

教科内の会議や報告・連絡・相談に
ついて、Teamsを適切に活用できるよ
う、実践と研究を推進できたか。

B

教科会を始め、日々の報告・連絡・相
談についても、Teamsを効果的かつ
適切に活用することができた。

②観察、実験などを行い、科学的に探
究する力を養う。また、そのために必要
な技能を身につける。

観察、実験などを行い、科学的に探
究する力を身につけられたか。さら
に、そのために必要な技能が身につ
いたか。

B

例年並みに実験を行うことができた。
実験や観察を通して探究心や実験
技術を身につけることができた。

Teams内のアプリケーション等を含
め、今後も実践と研究を進めていき
たい。

理
科

③授業におけるICT機器や各種アプリ
ケーション（ロイロノート、Google等）の
効果的な活用方法について、教科内外
の授業相互視察等をとおして、研究を
推進する。

授業におけるICT機器や各種アプリ
ケーション（ロイロノート、Google等）
の効果的な活用方法について、教科
内外の授業相互視察等をとおして、
研究を推進できたか。

①自然の事物・現象に主体的に関わ
り、科学的に探究しようとする態度を養
うと共に、理解を深める。

自然の事物・現象に主体的に関わ
り、科学的に探究しようとする力が身
につけられたか。加えて、理解を深
められたか。



部 中期
目標

評価項目（重点目標） 評価の観点（具体的な取り組み）

③様々な表現活動において、自らが積
極的に活動することはもとより、他者の
表現を尊重する心を育み、共同して表
現活動を行うための協調性を育成す
る。

･グループ活動における共同作業を
スムーズかつ有意義なものとするた
めのアドバイスなど、生徒支援がで
きたか。

保
健
体
育

項
目

自己
評価

成果と課題(最終評価） 向上策・改善策

芸
術

①芸術の授業を通して、生徒が自ら目
標を設定し、意欲的に自己表現する姿
勢を育成する。

･生徒が様々な芸術文化に興味関心
を持ち、意欲的に取り組める教材設
定ができたか。

更に、「生徒自ら」「意欲的に」取り組
める教材の構築をしたい。

②国内外の様々な芸術文化に関心を
持ち、それぞれの芸術文化を尊重する
姿勢を育成する。

･生徒個々の能力を見極め、意欲的
に課題に取り組むための生徒支援
ができたか。

A

授業観察を通して、個々の能力を踏
まえながら助言や指導を行なった。

今後も、生徒が課題に興味関心を持
ち積極的な取り組みができるよう丁
寧に観察・支援を行う。

A

生徒が興味関心を持てる教材設定
は、概ね達成できていると考える。

B

生徒の活動を見守りながら、効果的
なdグループ活動の支援を行なった。

共同作業において、なかなか積極的
にかかわれない生徒に対して、協調
性を育む指導を研究したい。

外
国
語

①英語の基礎となる単語、熟語、構文、
文法などを定着させる。

①生徒の実態や目標に応じて適切
な教材や学習方法を示し、学習定着
の工夫ができたか。 ① A

③英語検定などを活用し生徒の能動的
な活動を通じて、4技能とともに思考力
やコミュニケーション能力を育成する。

③知識定着に加え言語活動を多く取
り入れ、英語検定などを活用し英語
の運用能力を総合的に育成すること
ができたか。 ③ A

・週１回の単語テストやリスニングな
どの課題を出して学習習慣が定着す
る指導を行った。

・学力の個人差に応じた学習計画の
設定を行っていき、ICTツールを絡め
ながら深い思考を育成していく。

②グループ学習やプレゼンテーション活
動を通して、生徒自身の意見を英語で
発信する能力を育成する。

②生徒に意見を発信させる機会や課
題を与え、適切な助言や指導ができ
たか。

② A

・ペアワークやグループワークを積極
的に行い、英語での意見発信活動を
促した。また、ALTとのTTや放課後
の英語クラブを通して４技能を育てる
指導ができた。

・言語学習に不安の大きい生徒の学
習支援を精力的に行っていき、クラス
全体での学習目標が到達できるよう
工夫を図りたい。

・今年度は２回実施し、生徒の進路
実現の一助となる機会を設けた。受
検を通して普段の学習につながる動
機づけができた。

・受検を希望する生徒に積極的な参
加を促し学習機会を増やしていきた
い。また、２次試験対策では個人指
導も併せて行い、合格につなげた
い。

① A

③「持続可能な社会」の実現に向けて、
家庭生活や地域社会へ関心をもち、自
ら課題を発見し、解決していくための知
識や実践力を身につける。

・学習で得た知識・技術を活用し、生
活を巡る様々な問題を意識させ、課
題解決に向けた学習活動を充実させ
ることができたか。

③ B

②ワード、エクセル、パワーポイントの
基礎的操作を習得させる。

・基礎的な情報リテラシー技能の習
得ができたか。

・年間２回にわたるWeb研修も無事に
修了し、授業の実践につなげること
ができた。

・今後は、共通テストへの対応につい
て研修・研究を進めてゆきたい

A

・卒業後にも役に立つ技術をつける
ことができた。

・今後は生徒個々人が最低限自学自
習して学べる方法を習得させてゆき
たい。

③LifeisTech社とも協力し、YouTubeや
Googlemeetなどを導入した授業の実践
についてWeb会議、研修を積むとともに
実践に活かす。

・ICTを活用してLifeisTech社より配信
された動画、Web授業等を校内や家
庭で受信でき、効果的に有効活用で
きたか。

B

（1）
（3）
（4）

・SDGｓの目標について調べ、自分た
ちができることを話し合い、ポスター
に表し掲示することができた。
・衣生活や食生活について学ぶ中
で、「持続可能な社会」について意識
させることで課題を発見し、生徒間の
対話によって解決の糸口を見つけら
るよう支援することができた。
・日常生活で解決へ向けた行動がで
きるような実践力をつけたい。

生徒自らに調べさせる一方、家庭や
地域社会をめぐる問題をわかりやす
く提示し、自らの行動を変えていける
ような教材の研究を進めたい。

A

・高度情報化社会を生きる生徒たち
に必須の最低限の知識を持ってもら
うことができた。

・今後は座学としての情報工学の内
容、知識理解をさらに深めることがで
きるよう研究を進めてゆきたい。

情
報

(1)
(3)
(5)

①LifeisTechなど最新の情報技術を利
用して情報技術、情報モラルについて
の基礎基本を定着させる。

・情報に関する基礎的な知識理解が
できたか。

➃ICT機器を活用した教材作成のため、
校内での授業見学や、Weｂでの研修を
通して、研究を深める。

・ＩＣＴ機器を活用した教材作成を通し
て、生徒が主体的に学習する環境を
整備することができたか。

家
庭

(1)
(2)
(3)

①急速に変化する社会の状況に目を向
け、多様化する家族･家庭や生活様式
について理解し、自らの生き方をデザイ
ンする姿勢を育成する。

A

・ＩＣＴ機器を活用した教材作成や生
活課題の解決につなげる学習指導
について整備を進めることができた。
・被服製作及び調理実習では、作業
工程のスライド資料やワークシートの
事前配信等を行い、ＩＣＴを活用しな
がら授業を進めることができた

・今後は、ロイロノートの活用方法に
ついて研究したい。

④

①運動に関する知識を深め、技能・体
力の向上を図り、運動の楽しさや喜びを
味わい、仲間と協力する姿勢を身に着
ける。また、生涯スポーツにつなげる資
質や能力を育成する。

②健康の保持増進のための知識や実
践力を身に着け、実生活において活用
できる考えを育て、明るく豊かな活力の

ある生活を育む態度を育てる。

・適切な服装、時間やルール等を遵
守させられたか。集団行動の意義
や、自分及び仲間の安全、仲間との
協力や運動の楽しさを実感させらた
か　　　　　　　　　　　　　　 ・安全管理
は適切であったか。
・運動量は確保できたか。
・身近な話題に触れることで、興味関
心を引き出し、日常生活及び今後の
実践につながるような内容を提示で
きたか。

B

・２・３年生においては適切な服装・
時間を守る等、ルールやマナーを把
握して授業に取り組むことができた。
女子生徒の中で仲間との共同に欠
ける部分が残念であった。
・１年生についてコロナ禍で体育にお
いて十分な活動がないまま入学し、
体力的な不足や、技能の不足を感じ
た。

・体育の授業においてロイロノートの
活用を行ってみたが概ね良好な取り
組みができた。
・コロナ禍で中止していた柔道の授
業について検討して行かなければな
らない。

B

コロナの5類移行後の緩和された中
での意識不足の結果、インフルエン
ザの流行につながったと思われる
が、保健の授業の中でも取り上げる
べきであった。

・ICTの活用が進んでいるが、更に発
展してできるように努めたい。

・消費生活や生活設計、職業と働き
方、結婚と家族等、自らの生き方に
ついて考える学習テーマを題材とし
て扱い、社会の状況について理解を
深める学習活動を取り入れることが
できた。
・

リアルタイムなニュースや新聞記事
を活用しながら、今後の社会の状況
に注目し、自分の生活と関連付けた
学習活動を取り入れたい。

・社会の出来事に興味を持たせ、現
状を理解し、自分の生活と関連づけ
て考えさせることができたか。


